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日本産アリ類生態情報 23a. 垂直分布図表一覧． 

アリの垂直分布図，あるいは垂直分布図が作成可能な表が示されている山系や山岳を，掲載種数，出典と

とともに示した． 

 

北海道 

1. 1. 日高山脈（26種：林田, 1981） 

2. 2. 大雪山 (19種：Sonobe, 1971; 13 種(表)：生方・宮下，1985; 15種(表)：生方・小川，1989) 

3. 3. 羊蹄山 (10種：Hayashida, 1964) 

4. 4. アトサヌプリ(硫黄山)  (８種：Hayashida, 1959) 

 

本州 

5.蔵王山 (28種：園部, 1973; 30種：園部, 1975) 

6. 宮城県（15種：Sonobe, 1975） 

7. 八溝山地 (31種(表)：村田, 1990) 

8. 日光 (20種：園部, 1986) 

9. 尾瀬ケ原 (11種(表)：萩原, 1998b) 

10. 筑波山 (茨城県)（24種(表)：萩原, 1998a） 

11. 谷川岳 (群馬県)  (11種(表)：小暮, 1974) 

12. 武甲山（埼玉県）（35種：寺山, 1978） 

13. 熊倉山・酉谷山（埼玉県）（30種：寺山, 1977） 

14. 大山 (神奈川県)  (20種：近藤，1964) 

15. 富士山（39種：久保田, 1970; 43種：萩原, 2003；50種：萩原，2014） 

16. 明石山脈 (24種：寺山, 1980) 

17. 櫛形山 (山梨県)  (38種：巨摩高校理科研究部・自然科学部，1982) 

18. 志賀高原 (長野県)  (22種(表)：近藤，1967; 21種(表)：寺山, 1982a) 

19. 乗鞍岳 (23種：近藤, 1976; 46種：栂井他, 2012) 

20. 後立山連峰 (16種：寺山，1982b) 

21. 御岳山 (岐阜県)  (25種：木野村他，1982) 

22. 北ノ俣岳 (岐阜県)  (25種：木野村他，1982) 

23. 白山 (岐阜県側)  (26種：木野村他，1982) 

24. 白山 (石川県側)  (12種：富樫, 1993) 

 

25. 中部山岳地帯 (10種：森下 in 百瀬, 1936 (小暮, 1974によると図の作成者は森下正明)) 

26. 中部山岳地帯 (24種：森下, 1945b) 

27. 北岳・前穂高岳 (5種：Sonobe & Dlussky, 1977) 
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28. 伊豆諸島・利島 (19種：水上, 1984) 

 

四国 

29. 飯野山 (香川県)  (33種(表)：池下他, 2007) 

30. 高越山 (徳島県)  (22種：梅本，1978b) 

31. 塩塚峰 (徳島県)  (25種：梅本，1978a) 

32. 野鹿池山 (徳島県) ( 24種：梅本，1978a) 

33. 石鎚山 (21種：武智, 1960; 10種: 石原, 1979) 

34. 高知県 (85種：岡本, 1978) 

35. 愛媛県（33種(表)：武智, 1959） 

 

九州 

36. 古処山（福岡県）(17種：久保木, 1971) 

37. 英彦山 (福岡県)  (５種：久保木, 1971. 安松(1942)を元に作成) 

38. 阿蘇山 (熊本県)  (13種(表)：真柴, 1962) 

39. 市房山 (熊本県)  (12種(表)：真柴, 1962) 

40. 霧島山域 (44種：園部，1972) 

41. 屋久島・宮浦岳 (39種, 31種：寺山・山根, 1984) 

42. 屋久島 (21種：小暮, 1971 (久保木, 1971の調査結果による))  

 

 他 

43. 北海道〜九州(カラフトクロオオアリ，タカネムネボソアリ，チャイロムネボソアリの分布) (寺山，2004) 
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参考 1. 

緯度，標高と種数の関係(園部, 1981)． 

  

Y = x + 150 (a – 36) : a緯度, x標高, Y 種数. 北海道から九州地域に適用． 

 

出典 

園部力雄 (1981) アリの垂直分布．昆虫と自然，16(3): 2-8. 

 

 

 

参考２． 

種数と標高の関係(小野山, 1978) 

 

Y = a − b H： Y種数，H標高, a, b パラメーター． 

森下(1945)による標高 1750 m 以上の地点の分布データーを用いると 

Y = 19.638 − 0.00651 H (r = −0.996，p＜0.001)が得られる． 

 

出典 

小野山敬一 (1978) 日本の蟻相の生態学的検討 III. 種数−面積の関係 IV. 水平・垂直分布．第 25回日本生

態学会大会講演要旨集：206. 

森下正明 (1945) 蟻類．古川晴男(編)，日本生物誌 昆虫 下．研究社：1-56.  

 

 


